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「
腹
が
減
つ
て
は
戟
は
出
来
な
い
」
と
は
、
我
闘
で
は
白
日
か
ら
い
び
古
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
西
欧
で
も
「
司

s-5--5ロ
号
。

者
司
」
(
期
信
な
る
食
糧
は
鴨
勝
を
驚
す
で
る
ら
う
)

と
の
諺
が
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

E
れ
ち
の
言
葉
む
う
ち
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
真
理

に
至
つ
て
は
、
昭
和
の
今
日
と
雄
も
何
等
白
壁
り
は
左
い
。
荒
し
一
般
物
債
と
も
釣
合
の
と
れ
た
、
消
費
者
の
家
計
を
歴
迫
し
泣
い

公
正
な
る
債
格
、

従
っ
て
他
方
忙
於
て
食
糧
生
産
者
た
る
農
業
者
の
立
場
を
も
考
慮
し
て
、

そ
白
業
務
主
著
し
〈
座
迫
し
、

そ
の

生
活
の
不
安
E
来
さ
ぎ
る
公
正
な
る
債
格
を
以
て
、
食
糧
を
潤
岬
障
に
供
給
す
る
E
と
は
、
戦
時
下
に
於
け
る
食
糧
政
策
の
要
諦
で
あ

り
、
士
た
斯
か
る
食
糧
政
策
を
闘
滑
に
途
行
す
る
と
と
は
、
戦
勝
を
得
る
上
に
も
組
め
て
緊
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

我
闘
は
苦
か
ら
瑞
穂
の
闘
と
い
は
れ
る
だ
け
あ
っ
で
、
硝
に
食
糧
生
産
に
は
謀
れ
て
ゐ
る
。
時
四
洲
い
づ
れ
の
列
強
に
つ
い
て
見
る

も
、
我
園
ほ
ど
食
糧
生
産
に
謀
れ
て
ゐ
る
闘
は
た
い
。
こ
の
前
の
欧
洲
犬
戦
中
で
も
各
閣
は
い
づ
れ
も
食
糧
の
不
足
に
附
加
さ
れ
通
し

た
。
E
れ
に
反
し
、
我
圃
が
食
糧
生
産
に
謀
れ
て
ゐ
る
の
は
、

一
面
我
闘
が
自
然
の
利
、
地
の
利
を
得
て
ゐ
る
こ
と
に
も
よ
る
が

他
困
我
闘
に
於
て
は
歴
代
の
政
府
が
食
糧
政
策
の
確
立
に
努
力
し
、
農
業
者
も
士
た
と
の
政
府
D
意
を
惜
し
て
粒
々
辛
苦
し
た
結
果

で
あ
る
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
た
い
。
か
〈
食
糧
生
産
に
哀
れ
て
ゐ
品
我
園
に
於
て
も
、
戦
争
が
長
期
化
す
る
に
件
っ
て
、

方
に



於
て
農
業
生
産
力
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
他
方
に
於
て
食
糧
に
却
す
呂
需
要
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
食
糧
生
産
O
維

持
増
加
に
努
め
る
と
共

ι、
食
糧
口
問
に
封
す
る
債
格
の
統
制
、
配
給
の
統
制
、
消
費
D
規
正
等
を
強
化
し
て
、
高
金
D
食
糧
政
策
を

確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
己
の
小
論
で
は
、
我
凶
に
於
け
る
食
糧
の
大
宗
た
る
米
穀
に
闘
し
て
採
る
べ
き
現
下
の
政
策
に
つ
い
て
、
若

干
の
検
討
を
加
へ
ょ
う
と
思
ふ
。

昭
和
十
四
年
秋
の
米
牧
穫
は
、
内
地
に
あ
っ
て
は
中
園
及
び
北
九
州
一
部
の
字
害
に
拘
ら
宇
一
半
年
作
以
上
の
良
作
で
あ
っ
た
が
、

朝
鮮
に
於
て
は
中
部
及
び
南
部
地
方
。
未
曾
有
白
日
干
害
の
た
め
に
、
前
年
に
比
べ
て
約
四
割
の
減
収
を
来
し
、
そ
の
結
果
例
年
八
、

九
百
高
石
内
地
へ
移
入
さ
れ
る
朝
鮮
米
白
供
給
が
激
減
し
、
全
般
的
に
米
穀
の
需
給
が
相
常
窮
腿
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
と
t
A

た
っ
た
ロ

誌
に
於
て
政
府
は
先
づ
未
消
費
の
合
理
的
節
約
を
凶
る
た
め
、
昨
年
の
十
三
月
に
は
園
家
棉
動
員
法
白
規
定
に
基
い
て
米
殺
傷
精
等

制
限
令
を
制
定
資
施
し

τ之
が
帥
行
を
期
す
る
外
、
酒
類
の
醸
法
高
に
つ
い
て
も
相
営
白
節
減
を
行
ひ
、
ま
た
昨
年
秋
よ
り
本
年
に

か
け
て
節
米
運
動

E
起
し
、
代
用
食
、
混
食
等
を
奨
励
し
、
更
に
園
民
食
糧
を
確
保
す
る
矯
め
に
必
要
な
る
相
首
量
の
外
岡
米
主
総

入
し
た
。

士
た
今
年
り
=
一
月
に
は
第
七
十
五
同
帝
同
議
舎
の
協
賛
を
粧
て
、
「
米
穀
の
臆
念
措
置
に
闘
す
る
法
律
中
改

H
法
律
」
を
制
定
し
、

政
府
が
米
穀
白
配
給
上
特
に
必
要
あ
り
と
認
む
る
場
合
に
は
、
政
府
は
時
慣
に
準
擁
し
て
、
米
朝
刊
の
買
入
及
び
寅
渡
し
を
な
し
得
る

注
を
拓
い
て
、
之
に
よ
っ
て
政
府
所
有
米
の
宏
貫
主
闘
る
と
共
に
、
必
要
た
る
地
方
に
之
を
責
渡
す
乙
と
に
よ
っ
て
、
圏
内
会
憾
の

米
殺
の
配
給
を
闘
滑
な
ら
し
め
ん
と
努
め
て
ゐ
る
。

e 
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宝玉

との改正により政府は米穀以井の穀物及び穀粉の買入及v'賓渡をも iItL得る
こと Lなった。
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同
時
に
食
糧
の
増
産
を
岡
る
た
め
、
「
昭
和
十
五
年
に
は
内
地
忙
於
て
米
穀
七
千
百
高
石
、
小
姿
千
三
百
寓
石
白
生
産
を
計
葺
し
、

ま
た
昭
和
十
六
年
牧
穫
の
大
萎
及
び
楳
姿
に
付
て
も
相
詣
の
一
増
産
主
期
し
」
、
E
れ
が
寅
現
方
法
と
し
て
、
「
合
理
的
栽
培
法
の
徹
底

的
責
践
、
病
識
害
防
除
に
よ
る
減
損
防
止
の
強
化
等
忙
努
め
、
叉
肥
料
に
付
て
は
新
た
た
る
認
識
を
以
て
自
給
肥
料
白
増
産
及
び
施

肥
法
の
改
革
口
に
更
に
一
段
の
工
夫
を
巡
ら
し
、
制
力
肥
料
の
致
率
の
増
進
を
闘
る
等
、
生
産
の
凡
ゆ
る
部
聞
に
揮
身
白
努
力
を
抑
び

以
て
此
の
困
難
を
克
服
し
、
闘
民
を
し
て
食
糧
に
闘
し
宅
末
の
不
安
を
も
懐
か
し
む
る
と
と
な
き
を
朗
九
」
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
政
府
は
米
穀
配
給
自
国
滑
化
を
闘
る
た
め
、
か
ね
で
よ
り
鋭
意
そ
O
具
僻
策
に
つ
き
協
議
巾
り
と
己
る
、
漸
〈
成
案
を
得
て

去
る
九
月
十
日
か
ら
「
臨
時
米
穀
配
給
統
制
規
約
」
を
賞
施
し
た
。
同
規
約
に
よ
っ
て
、
米
穀
の
山
川
荷
計
査
は
萎
類
の
揚
合
と
同
様

に
、
市
町
村
山
誌
舎
に
於
て
之
を
樹
立
し
て
間
荷
統
制
を
た

L
、
集
荷
は
原
則
と
し
て
販
寅
組
合
及
び
農
業
倉
庫
を
し
て
之
に
常
ら
し

め
る
と
と
h
し
、
米
穀
白
一
一
苅
的
出
荷
統
制
を
弧
化
す
る
と
と
i

為
し
た
。

か
ぐ
の
如
〈
忙
し
て
現
下
の
米
穀
政
策
は
、
攻
第
に
統
制
強
化
の
方
向
を
辿
り
つ

i
?あ
る
が
、
更
に
来
る
十
一
月
一
日
よ
り
始
ま

る
昭
和
十
六
米
穀
年
度
に
針
す
る
新
米
穀
政
策
と
し
て
、

政
府
は
全
販
頁
米
の
岡
家
管
理
聖
断
行
し
、
農
家
り
自
家
用
消
費
米
を

除
く
全
版
資
米
た
る
三
千
六
百
寓
石
は
之
聖
図
家
の
脅
理
忙
移
す
と
と
に
、
去
る
九
月
十
七
日
D
閤
議
で
決
定
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
て

ゐ
る
。
印
ち
米
穀
生
康
者
友
ぴ
地
主
は
政
府
の
方
針
に
従
ひ
、
そ
白
生
産
し
又
は
小
作
料
と
し
て
受
け
た
る
米
穀
中
自
家
用
保
有
米

を
除
〈
の
外
は
、
総
て
之
を
同
家
管
理
白
下
に
阪
支
す
る
て
と
L
怠
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
石
器
農
相
は
之
に
閥
嚇
し
て
植
民
表
せ
る

談
話
の
う
ち
で
、
「
本
年
の
稲
作
は
内
外
地
争
通
ヒ
現
在
の
扶
態
に
於
て
は
増
産
自
擦
に
遣
し
雛
〈
、

一
方
消
費
白
趨
勢
は
依
然
増
加

白
傾
向
に
在
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
白
米
穀
需
給
関
係
は
容
易
に
融
市
視
を
許
さ
ぎ
る
も
白
が
あ
り
、
長
期
戦
陣
制
下
に
於
け
る
岡
氏

2)1え1>'3) 米安の帯産奨励に闘する釘合骨に1kける農件大臣D訓示要旨(農務局
農語時報、昭相十茸年四月、ニ頁)



食
糧
確
保
の
重
要
性
そ
考
へ
ま
十
と
き
に
は
、
更
に
主
要
食
糧
白
綜
合
的
増
産
訂
書

4

を
樹
J
一
し
垂
す
と
共
に
、
差
営
り
則
市
米
穀
年
度

に
於
て
も
本
年
の
作
況
如
何
に
拘
ら
や
、
今
般
決
定
に
な
り
ま
し
た
米
穀
政
策
に
依
っ
て
相
官
多
量
の
政
府
所
有
米
及
び
管
理
米
主

確
保
し
、

E
つ
一
居
消
費
の
規
E
を
強
化
す
る
必
一
安
が
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
士
す

」
と
一
週
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

斯
〈
の
如
〈
現
下
の
我
闘
に
於
け
る
米
穀
政
策
は
、
次
第
に
統
制
強
化
白
方
向
を
辿
り
つ
ミ
あ
る
が
、
か
〈
米
穀
政
策
を
統
制
強

化
せ
ざ
る
を
得
友
い
現
由
を
左
忙
列
皐
し
よ
う
。

現
在
の
長
期
戦
下
に
於
で
は
農
村
の
弊
力
双
ぴ
畜
力
が
減
少
し
、
肥
料
そ
り
他
の
農
業
生
産
資
材
が
不
足
す
る
傾
向
に
あ

( 

) 

る
を
以
て
、
米
穀
の
生
産
量
が
減
退
し
、
ひ
い
て
米
穀
白
供
給
量
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
と
と
。

勿
論
、
内
地
、
外
地
は
い
ふ
ま
で
も
危
ぐ
、
満
洲
及
び
北
支
に
於
て
も
極
力
米
穀
D
増
産
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
が
、
戦
時
下
に

於
て
迅
速
に
増
産
を
在
す
と
と
は
相
営
困
難
在
る
事
情
に
あ
る
と
と
ロ

) 

戦
時
に
於
て
は
軍
糧
ξ
し
て
多
量
の
米
殺
を
要
ナ
る
外
に
、
内
地
及
び
外
地
に
於
け
る
工
業
化
や
戦
時
好
況
に
件
ひ
、
米

殺
り
消
費
量
が
増
大
し
つ
i
h

あ
る
E
と
。
殊
に
朝
鮮
に
於
て
は
半
島
D
工
業
化
、
と
れ
に
件
ふ
民
度
の
向
上
、
高
率
た
る
人
口
の
白

然
増
加
に
装
い
て
、
鮮
内
忙
於
け
る
米
の
消
費
は
最
近
急
漣
に
増
加
し
て
居
り
、
昭
和
十
四
年
度
の
米
消
費
量
は
昭
和
十
一
年
度
白

二
倍
強
と
友
っ
て
ゐ
る
。

4
h
a
A
Z
傾
向
は
上
り
微
弱
友
が
ら
満
洲
に
於
て
も
ま
た
叢
淘
に
於
て
も
認
め
ら
れ
る
と
と
。

( 

ー) 

唱
和
十
四
年
度
の
西
円
本
、
特
に
朝
鮮
に
於
け
る
早
害
に
よ
る
米
牧
穫
高
り
減
牧
は
、
持
越
米
の
上
に
反
映
し
て
、
今
後

数
ヶ
年
間
ぞ
の
影
響
を
及
附
す
と
と
。

現
下
町
米
殿
政
策

五
五
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五
六

四

従
来
白
経
験
に
徴
す
る
に
、
我
園
の
米
穀
界
に
於
て
は
米
供
給
の
不
足
時
代
と
過
剰
時
代
と
が
交
互
に
現
は
れ
、
い
づ
れ

も
そ
れ
が
数
ヶ
年
間
織
積
し
て
ゐ
る
。
現
在
は
米
供
給
不
足
時
代
白
周
期
に
る
る
も
の
ミ
如
〈
、
従
っ
て
と
の
欣
態
が
今
後
数
ヶ
年

間
出
畑
頑
す
る
も
の
と
譲
位
さ
れ
る
己
と
。
殊
に
戟
時
下
に
於
て
は
、
程
度
白
差
こ
そ
あ
れ
、
い
づ
れ
白
交
戦
闘
に
於
て
も
食
糧
生
産

が
減
退
す
る
傾
向
に
あ
る
と
在
。

五

以
上
漣
べ
た
る
米
穀
の
需
要
・
供
給
闘
係
よ
り
考
へ
る
も
、

ζ
t
A
数
ヶ
年
間
は
米
穀
白
供
給
は
共
の
需
要
に
比

L
て
減
退

す
る
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
斯
る
事
情
。
下
に
於
て
米
穀
判
策
K
統
制
強
化
せ
ざ
る
と
き
は
、
忠
は
ざ
る
米
債
の
暴
騰
を
窓
越
し
、

ま
た
米
穀
の
頁
惜
み
や
一
民
占
め
等
に
よ
っ
て
米
凱
棋
の
尉
滑
在
る
配
給
を
阻
害
し
、
組
合
不
安
を
惹
起
す
る
虞
注
し
と
せ
ざ
る
と
と
。

六

然
る
に
我
蹴
白
米
穀
政
策
は
、
か
の
犬
正
十
年
白
米
穀
法
よ
り
米
穀
統
制
法
、
米
穀
自
治
管
制
岨
法
、
米
穀
配
給
統
制
法
へ

と
失
第
に
統
制
が
強
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
併
し
と
の
一
聯
の
米
穀
政
策
は
謂
は
い

h

斯
の
米
穀
供
給
過
剰
時
代
D
産
物
で
あ
り
、
従
っ

て
米
債
の
引
上
に
謝
し
て
は
相
首
の
威
力
配
護
揮
し
た
る
も
、
今
日
の
如
〈
米
穀
の
供
給
不
足
時
代
と
な
り
、
従
っ
て
挙
る
米
債
の

昂
騰
を
抑
止
し
、
同
滑
友
る
米
穀
配
給
、
乞
期
す
べ
き
時
代
忙
入
り
で
は
、
そ
の
威
力
は
決
し
て
党
分
た
り
と
云
ム
を
得
た
い
。
殊
に

政
山
川
の
持
米
が
次
第
に
少
〈
左
る
際
に
は
、
米
穀
統
制
法
白
威
力
は
傘
々
微
弱
と
友
ら
ざ
る
を
得
泣
い
。
従
っ
て
今
H
白
米
穀
供
給

不
足
時
代
に
於
て
は
、
そ
れ
に
順
応
す
る
新
米
穀
政
策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
般
の
議
曾
を
通
過
し
た
る
「
米
穀
白
臨
急
措
置
忙
閥
ナ
る
法
律
中
改
正
法
律
」
は
、
従
来
の
米
穀
政
策
の
快
陥
を
補
っ
て
、
政

府
所
有
米
の
充
質
を
闘
ら
ん
と
す
る
踊
時
的
針
策
で
あ
る
が
、
去
る
九
月
十
日
よ
り
貫
施
さ
れ
た
「
編
時
米
穀
配
給
統
制
現
約
」
蛇

に
米
る
十
一
月
一
日
よ
り
貫
施
さ
る
べ
き
「
全
販
責
米
の
岡
一
生
管
理
」
に
よ
っ
て
、
我
闘
の
米
殺
政
策
も
漸
干
く
戦
時
統
制
の
軌
道



に
乗
り
来
っ
た
も
の
h
如
〈
で
あ
る
。

米
穀
政
策
も
一
般
の
経
済
政
策
と
同
様
忙
、
順
序
を
遁
ム
て
賃
施
さ
れ
る
と
と
が
堅
ま
し
い
か
ら
、
政
府
の
企
闘
す
る
如
き
「
全

販
買
米
の
刷
四
家
管
迎
L

が
時
宜
に
一
泊
し
た
針
策
で
あ
ら
う
。
之
に
よ
っ
て
我
園
白
米
穀
政
策
は
米
穀
専
買
制
に
次
第
に
近
づ
〈
も
の

と
も
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
米
穀
卑
費
制
に
つ
い
て
も
充
一
分
研
究
し
て
世
〈
必
要
が
あ
る
。

四

以
上
列
申
帯
し
た
る
諸
事
情
を
考
察
す
る
と
き
は
、
我
因
。
米
穀
政
策
は
之
を
今
日
以
上
に
止
り
統
制
強
化
し
、
且
つ
現
下
の
米
穀

事
情
に
遍
歴
し
た
る
も
の
に
改
援
す
る
と
と
の
必
要
が
現
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
我
闘
現
下
の
米
穀
事
情
自
慌
の
う
ち
に
、

支
障
友
〈
し
て
、
「
米
穀
国
家
管
理
」
乃
至
「
米
穀
車
費
制
」

に
移
行
し
得
る
が
如
き
契
機
を
既
に
含
み
居
る
や
否
や
が
問
題
で
あ

る
。
と
の
黙
に
つ
い
て
左
に
述
べ
上
う
。

今
日
の
米
穀
統
制
法
の
下
に
あ
り
で
は
、
米
憤
D
統
制
上
、
最
高
標
準
債
格
と
最
低
標
準
岡
田
格
と
が
公
定
さ
れ
、
そ
の
限

副
作
内
に
於
け
る
米
債
の
鐙
動
は
之
を
許
す
建
前
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
昨
年
駄
に
於
て
籾
、
玄
米
双
び
白
米
に
謝
す
る
最
高
憤
格

が
そ
れ
ぞ
れ
公
定
さ
れ
、
今
日
で
は
事
賃
上
米
穀
は
綿
て
と
の
最
高
債
格
で
責
民
さ
れ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
而
し
て
と
り
最
高
値

格
は
農
家
の
襟
準
米
生
産
費
に
ほ
ピ
一
致
し
て
ゐ
る
有
様
と
友
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
米
穀
専
貰
制
が
賞
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
米
穀
は

ぷ
米
と
し
て
米
生
産
者
か
ら
槙
準
生
産
費
を
基
準
と
す
る
債
格
を
以
て
民
上
げ
ら
れ
、
消
費
者
に
は
七
分
嶋
米
と
し
て
一
定
の
傾
格

(
買
上
憤
格
に
専
買
手
験
料
を
加
へ
た
る
)
で
貰
渡
さ
れ
る
か
ら
、
と
白
岨
朝
合
に
は
米
債
は
一
ヶ
年
間
固
定
さ
れ
る
と
と
E
A

在
る
。
然
る
に

現
在
に
於
て
も
米
債
は
就
に
最
高
公
定
債
格
に
釘
付
け
ら
れ
て
、
固
定
化
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
最
高
公
定
償
格
は
米
生
産
費
に
ほ
む

現
下
白
米
融
政
策

五
七



現
下
白
米
穀
政
策

五
ノ、

一
致
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
事
寅
上
今
日
と
雄
も
米
穀
専
費
制
下
に
於
け
る
と
ほ
w
h

同
様
な
る
米
債
の
構
成
が
友
さ
れ
て
ゐ

る
冒
と
の
艶
よ
り
考
へ
る
も
、
米
憤
忙
闘
す
る
限
り
、
既
に
米
専
買
制
へ
の
移
行
の
前
提
傑
件
が
充
分
に
備
は
っ
て
ゐ
る
も
の
と
一
三
口

ふ
E
と
が
出
来
る
。

) 

米
穀
白
出
荷
に
闘
し
で
は
、
昨
秋
以
来
各
府
燃
と
も
米
穀
り
管
外
移
動
を
制
限
又
は

U

叫
ん
止
す
る
方
針
を
採
っ
て
ゐ
る
。
附

閣
で
は
之
を
封
建
的
措
置
だ
と
し
て
非
難
し
、
今
春
の
地
方
長
官
舎
議
で
も
問
題
と
な
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
か
as
る
各
府
燃
の
措
置

に
し
て
、
米
殺
に
闘
す
る
遮
二
無
二
左
る
封
鎖
を
意
味
す
る
も
白
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
勿
論
そ
れ
は
非
難
さ
る
べ
雪
で
あ
り
、
排
撃
さ

る
べ
雪
も
の
で
あ
る
。
併
し
各
府
娠
の
措
置
比
し
て
、
穏
健
怠
る
管
内
自
給
主
義
に
立
つ
も
の
で
あ
る
左
ち
ぽ
、
寧
ろ
そ
れ
は
米
穀

の
園
家
管
理
乃
至
米
穀
専
頁
制
に
も
之
を
導
入
す
る
子
と
が
出
来
る
。
蓋
し
米
穀
岡
家
管
理
乃
全
米
穀
専
資
制
の
下
で
は
、
各
米
生

産
者
及
び
地
主
D
生
産
米
又
は
小
作
米
か
ら
夫
々
白
自
家
用
米
を
除
い
て
、
残
り
を
全
部
政
府
の
管
理
下
に
移
す
と
と

L
た
る
が
、

と
の
揚
合
、
各
府
燃
は
そ
れ
ん

¥
O産
米
を
以
て
先
づ
共
の
管
内
K
於
け
る
消
費
に
詰
て
、
徐
刺
量
主
管
外
に
移
出
す
る
と
と
t
h

た

る
の
で
あ
る
。
か
〈
す
る
と
と
に
上
っ
て
、
従
来
の
如
〈
米
O
不
足
燃
で
も
米
移
入
と
共
に
若
千
の
移
出
量
一
を
持
ち
、
過
剰
臓
で
も

米
移
出
と
共
に
多
少
の
移
入
を
快
か
友
い
と
い
ふ
が
如
苦
米
配
給
上
白
無
駄
を
節

L
、
戦
時
下
に
於
け
る
運
輸
機
関
の
利
用
を
そ
れ

だ
け
節
減
す
る
と
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
今
日
各
府
間
制
白
と
れ
る
管
内
白
米
自
給
主
義
の
精
一
川
も
、
か
t
A

る
穏
健
危
る
も
の
で
あ
る

限
り
、
米
穀
凶
家
管
理
乃
至
米
穀
専
費
制
の
方
向
に
之
を
導
〈
と
と
が
出
来
る
。

( 

) 

嘉
捕
時
に
於
て
は
昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
よ
り
蓋
縛
米
穀
移
出
管
迎
制
度
が
貫
施
さ
れ
、
内
地
へ
移
出
さ
れ
る
蓮
葉
米
キ
一

の
他
白
米
穀
に
闘
し
て
は
、
総
督
府
が
作
付
前
に
買
上
償
格
を
公
示
し
て
、
牧
穫
後
己
の
公
示
債
格
を
以
て
米
生
産
者
そ
の
他
止
り



之
主
買
上
げ
、
総
督
府
の
手
に
よ
っ
て
内
地
へ
移
出
ナ
る
と
と
L
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
本
年
度
K
入
り
て
、
内
地
の
米
穀
需
給
調
整

上
、
豪
濁
米
移
入
の
重
要
性
は
倍
加
し
た
の
で
、
蓋
捕
時
綿
督
府
で
は
茎
濁
米
穀
移
出
管
理
令
を
庚
義
に
活
用
し
、
同
特
別
曾
計
を
蓮

用
し
て
、
昭
和
十
五
年
度
第
一
期
作
米
か
ら
移
出
米
白
み
た
ら
宇
島
内
消
費
米
に
謝
し
て
も
全
面
的
な
る
管
理
制
度
を
賃
施
す
る
こ

と
t
A

し
売
。

即
ち
そ
の
集
荷
方
法
と
し
て
は
、
川
保
甲
単
位
に
生
産
者
個
人
別
白
米
作
経
費
面
積
を
調
究
し
、
警
察
官
、
保
甲
長
立
曾
の
下
に

坪
刈
に
よ
っ
て
線
牧
穫
高
を
算
出
す
る
。

ω生
産
者
は
各
州
の
寅
情
に
廓
巴
て
定
め
ら
れ
た
種
籾
、
自
由
来
消
費
量
及
び
小
作
料
を
差

引
い
た
版
責
可
能
量
を
市
ヂ
叉
は
郡
守
に
申
告
す
る
。
糟
督
府
で
は
種
籾
一
甲
営
り
丸
棒
、
蓬
莱
種
各
四
斗
五
升
、
在
来
種
三
キ
五

升
と
定
め
、
自
家
消
費
玄
米
量
は
一
人
一
日
首
り
六
歳
以
下
一
合
入
勾
、
七
歳
以
上
六
十
九
歳
士
で
三
合
三
守
、
七
十
歳
以
上
二
合

と
定
め
て
ゐ
る
。

ω市
ヂ
、
郡
守
は
期
H
h
z
指
定
し
て
生
産
者
及
び
地
主
(
地
主
白
場
合
に
は
小
作
米
よ
り
自
家
消
費
米
を
陪
け
る
も
白
)
に

販
資
可
能
数
量
白
供
出
を
命
や
る
。

ωと
の
集
荷
は
産
業
組
合
及
び
籾
摺
業
組
合
を
以
て
組
織
す
る
納
入
組
合
が
之
主
権
首
ナ
る
。

ω総
督
府
が
納
入
組
合
よ
り
買
上
げ
た
る
米
は
、
己
れ
を
内
地
へ
移
出
し
、
文
は
島
内
消
費
地
に
挽
下
げ
る
。
同
組
督
府
の
米
貿
上

債
格
は
之
を
作
付
前
に
公
示
す
る
。

島
内
の
配
給
方
法
と
し
て
は
、

ω各
州
白
匡
域
毎
忙
精
米
業
者
D
配
給
組
合
を
設
け
、
総
督
府
は
と
れ
に
島
内
消
費
米
を
排
下
げ

一
入
賞
り
消
費
量
は
生
産
者
消
費
量
K
準
じ
て
定
め

ら
れ
る
が
、
重
弁
働
、
軽
持
働
及
び
普
通
弊
働
に
膝

t
て
多
少
の
劃
酌
が
加
へ
ら
れ
る
。

ω更
に
米
自
小
責
債
格
も
公
定
さ
れ
る
。

る。

ω消
費
者
は
一
定
期
間
白
消
費
量
を
記
入
制
通
帳
に
上
っ
て
購
入
す
る
。

乙
の
蓋
濁
米
白
全
面
的
管
理
は
、

一
一
同
之
陀
止
っ
て
島
内
の
米
穀
配
給
を
園
滑
た
ら
し
め
る
と
共
に
、
他
商
内
地
白
米
穀
政
策
に

現
下
町
来
穀
政
策

五
九



現
下
白
米
穀
政
雄

ノ、

O 

も
貢
献
せ
ん
と
す
る
も
白
に
し
て
、
確
か
に
内
地
に
於
け
る
米
穀
国
家
管
瑚
ま
売
は
米
穀
専
資
制
賓
施
に
針
す
る
一
礎
石
を
友
す
も

り
で
あ
る
。

l周

内
地
米
に
闘
し
で
は
、
今
日
そ
の
品
種
、
銘
柄
等
級
が
複
雑
に
し
て
、
そ
の
規
格
も
全
図
的
に
統
一
さ
れ
る
に
至
っ
て
ゐ

な
い
。
己
れ
は
従
来
米
穀
検
食
が
各
府
鯨
毎
に
別
々
に
行
は
れ
、
各
府
燃
が
そ
れ
ん
¥
調
自
由
方
針
か
ら
産
米
の
品
種
改
良
に
首
つ

て
ゐ
た
D
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
今
日
で
は
米
産
地
甲
廓
に
於
て
も
、
或
る
程
の

K
等
米
は
乙
地
よ
り
之
を
移
入
す
る

が
如
き
事
例
が
少
か
ら
ヂ
、
従
っ
て
不
合
理
た
る
米
穀
の
管
外
移
動
が
行
は
れ
、
配
給
上
に
も
、
無
駄
な
手
数
を
要
す
る
己
と
が
あ

る
。
一
花
よ
り
内
地
に
於
て
も
東
北
地
方
と
九
州
地
方
と
で
は
気
候
や
地
質
も
違
ム
か
ら
、
全
園
-
律
の
米
日
間
種
を
栽
培
ず
る
と
と
は

至
難
で
あ
る
が
、
併
し
若
し
米
穀
検
査
制
度
が
全
圃
的
に
統
一
き
れ
、
そ
れ
が
園
山
常
化
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
今
日
上
り
も
進
に
米
白

、、

品
種
銘
柄
等
級
を
単
純
化
し
、
規
格
を
よ
り
能
く
統
一
す
る
こ
ん
一
を
得
る
で
あ
ち
う
。
斯
ぐ
し
て
上
謹
せ
る
が
如
き
現
下
に
於
け
る

各
府
間
制
白
米
穀
に
闘
す
る
管
内
自
給
主
義
が
よ
り
合
理
的
に
建
せ
ち
れ
、
米
穀
岡
』
気
管
理
、
米
穀
専
買
制
の
建
前
忙
も
合
致
す
る
と

と
L
な
る
。
己
の
米
穀
凶
器
検
査
を
合
む
重
要
農
産
物
園
詩
検
査
法
案
ほ
前
議
舎
を
通
過
し
た
る
も
、
本
年
度
目
貫
施
は
諌
算
の
節

約
で
留
保
さ
れ
る
乙
と
t
A

た
っ
た
。
併
し
更
に
改
旧
法
律
案
の
名
目
で
之
を
来
議
舎
に
提
出
し
、
従
来
四
検
査
事
業
が
そ
り
目
的
と

し
て
ゐ
た
生
産
者
利
益
、
検
費
事
業
偏
重
の
建
前
を
一
榔
し
、
各
道
府
間
脚
検
究
所
を
食
糧
岡
家
管
理
推
進
白
抜
鮪
た
ら
し
め
、
同
時

に
米
穀
の
道
附
脇
別
移
動
系
統
に
従
っ
て
極
力
銘
柄
等
級
を
整
理
し
、
増
産
政
策
に
資
す
る
と
共
に
検
査
事
務
白
簡
易
化
主
困
る
方

針
が
明
確
に
さ
れ
た
。
さ
れ
ば
斯
か
る
趣
旨
の
農
産
物
園
管
検
在
制
度
が
賓
施
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
米
穀
の
園
家
笹
川
崎
乃
豆
専
費
削

が
一
一
暦
園
消
に
行
は
れ
る
と
と
i
A

な
る
で
あ
ら
う
。



五

内
地
に
於
て
は
各
農
村
に
は
産
業
組
合
組
織
に
上
る
販
責
組
合
や
農
業
倉
庫
が
普
及
し
、
そ
の
地
方
的
政
に
金
閥
的
聯
合

組
織
も
吠
第
に
整
備
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
米
穀
国
家
管
迎
乃
至
米
穀
専
賓
制
下
に
於
付
る
米
穀
の
蒐
集
及
び
保
管
機
闘

と
し
て
利
則

L
符
ベ
く
、
ま
た
米
穀
の
分
散
的
配
給
機
関
と
し
て
は
漸
吠
商
業
組
合
に
統
制
さ
れ
つ

L
あ
る
米
穀
卸
賀
商
や
小
賀
商

を
活
用
し
得
る
で
る
ら
う
。
去
る
九
月
十
日
か
ち
賓
施
さ
れ
た
「
臨
時
米
穀
配
給
統
制
規
約
」
に
よ
っ
て
米
穀
の
出
術
が
よ
り
能
〈

統
制
さ
れ
る
こ
と

L
左
る
か
ら
一
居
便
宜
で
あ
る
。

五

斯
く
の
如
〈
我
園
現
下
白
米
殺
事
情
自
惜
の
う
ち
に
は
、
肢
に
支
障
な
く
し
て
「
米
穀
同
家
管
理
」
乃
至
「
米
穀
専
資
制
」
に
移

り
得
る
契
機
を
含
ん
で
ぬ
る
際
で
あ
る
か
ら
、
来
る
十
一
月
一
日
か
ち
始
ま
る
昭
和
十
六
米
穀
年
度
に
於
て
、
内
地
農
家
白
自
家
用

消
費
米
主
除
〈
会
販
賀
米
た
る
二
一
千
六
百
高
石
忙
針

L
て
岡
家
管
理
の
寅
施
さ
れ
る
と
と
は
、

E
K
時
宜
に
趨
し
た
庭
置
と
い
ふ
べ

き
で
あ
る
。
今
E

D
米
穀
同
家
管
理
制
の
要
綱
と
し
て
過
日
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
あ
ぐ
れ
ば
友
の
如
〈
で
あ
る
。

(
一
)
米
穀
生
産
者
及
び
地
主
は
政
府
の
方
針
に
従
ひ
、
其
白
生
産
L
又
は
小
作
料
と
し
て
受
け
た
る
米
穀
中
自
説
用
保
有
末
を
時
〈
白
井
は
、
総
て

之
を
凶
一
品
管
理
由
下
に
肱
買
す
る
も
白
と
す
る
こ
と
。

右
管
理
米
の
数
量
は
市
町
村
農
骨
に
於
て
各
生
産
者
及
び
地
主
に
之
を
割
前
つ
る
も
の
と
し
、
其
白
集
荷
を
敏
蓮
に
並
捗
せ
し
む
る
伺
品
、
収
穫
、

世
穀
制
製
、
集
荷
事
の
作
業
向
一
共
同
的
貿
胞
を
尭
働
L
、
政
府
は
之
に
封
L
樋
切
な
る
惜
置
を
講
ビ
、
且
づ
管
理
未
に
は
一
定
白
話
印
を
押
捺
し
、
特

定
の
場
所
に
之
を
集
荷
す
る
も
の

K
L
、
菅
理
来
の
数
量
及
び
所
棋
の
明
確
を
期
す
る
こ
E
C
O

(
二
)
管
理
米
は
成
る
べ

f
大
武
を
政
府
に
於
て
買
入
れ
る
も
り
と
し
、
爾
儲
の
分
に
付
い
て
も
、
政
府
は
原
則
ξ
L
て
其
白
指
定
ナ
る
倉
庫
に
寄
託

せ
し
む
る
と
と
ミ

L
、
之
に
必
要
な
る
措
世
を
講
ピ
以
て
管
理
由
徹
底
を
期
す
る
こ
と
。

(
三
)
米
毅
の
配
給
に
甘
い
て
は
中
央
に
於
て
各
道
府
賑
白
需
給
事
情
に
臨
ピ
、
道
府
牒
を
車
位
と
し
て
全
閣
を
抽

f
る
計
量
的
配
給
を
錯
す
こ
左
込

現
下
白
米
穀
政
策

ノ、
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大

し
、
地
方
長
官
は
管
内
白
配
給
を
統
制
す
る
己
と
。

(
四
)
米
穀
白
消
費
者
に
劉
ナ
る
配
給
制
首
制
度
在
費
施
L
、
消
費
規
正
白
徹
底
を
岡
る
こ
と
。

酒
誼
来
事
に
甘
い
て
は
動
〈
と
も
前
年
度
程
度
D

消
費
規
E
E
認
す
と
左
。

(
五
)
農
業
必
需
物
賓
白
配
給
に
付
い
て
は
農
耕
者
に
遁
期
に
確
貨
に
必
要
量
を
供
給
L
得
る
組
織
及
び
方
法
を
確
立
す
る
己
と
。

(
六
)
本
針
策
究
施
に
要
ナ
る
費
用
と
し
て
困
庫
よ

w約
千
八
百
三
十
寓
闘
を
支
出
す
る
ζ

と。

(
七
)
本
針
策
を
根
幹
と
し
て
更
に
綜
合
的
食
糧
謝
策
の
整
備
検
充
を
困
る
こ
と
。

(
八
)
外
地
に
於
て
也
事
調
策
の
故
由
滞
在
査
か
ら
L
む
る
鋳
め
遁
首
な
る
措
置
を
講
ず
る
と
む
。

己
の
米
穀
岡
家
管
理
制
を
賓
施
す
る
具
剛
間
的
方
法
に
つ
い
て
は
農
林
省
に
於
て
着
々
準
備
さ
れ
つ
t
A

あ
る
己
と
t
A

田
山
ふ
が
、
滋
で

は
こ
の
管
理
制
の
寅
施
上
問
題
ー
と
な
る
賠
を
米
穀
の
集
荷
、
買
上
償
格
、
米
穀
白
配
給
消
費
規
定
等
に
分
っ
て
、
考
察
す
る
と
と
ミ

し
よ
う
。

米
穀
D
集
荷
に
闘
し
て
問
題
と
た
る
賄
右
左
に
掲
げ
よ
う
。

イ
) 

今
向
。
米
穀
園
家
管
理
に
於
て
は
、
米
穀
生
産
者
及
び
地
主
が
生
産
し
叉
は
小
作
料
と
し
て
受
け
た
る
米
穀
中
上
り
自
家

用
米
を
除
〈
外
は
、
綿
て
之
を
同
家
管
理
に
置
〈
も
の
で
あ
る
か
ら
、
米
穀
生
産
者
及
び
地
主
の
自
家
用
消
費
米
の
範
閣
を
如
何
に

決
定
す
る
か
げ
泊
先
づ
問
題
と
在
る
。
と
り
自
家
用
消
費
米
自
額
は
、
各
戸
白
家
族
員
数
と
過
去
数
ヶ
年
平
均
白
金
闘
又
は
各
府
販
の

平
均
一
人
営
り
米
消
費
量
か
ら
算
定
し
得
る
が
、
己
の
際
、
家
族
員
白
年
齢
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
家
族
員
を
六
歳
以
下
の
も
の
、

七
歳
以
上
六
十
九
歳
ま
で
の
も
の
、
七
十
歳
以
上
白
も
の
等
々

D
数
段
に
分
っ
て
、
そ
の
米
消
費
量
K
手
加
減
を
加
へ
る
と
と
が
土

り
合
理
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

(

ロ

)

各
地
方
に
よ
っ
て
妻
、
粟
、
稗
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
等
D
混
合
食
が
行
は
れ
て
ゐ
る
庭
も
今
た
ほ
相
常
に
あ
る
か
ら
、
か
6
h

日本農業新聞、昭和十五年九月十九日腕による。



る
食
糧
閥
係
白
地
方
的
特
殊
事
情
を
も
織
込
ん
で
、
且
宮
家
の
自
家
用
消
費
米
の
範
園
を
決
定
す
る
と
と
を
趨
営
と
す
る
。

(

ハ

)

農
家
白
種
子
用
白
籾
量
も
、
そ
の
稲
作
段
別
を
参
酌
し
て
、
之
を
過
賞
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

か
〈
農
家
及
び
地
主
の
自
家
用
米
と
し
て
指
定
さ
れ
た
る
米
穀
と
雌
も
、
自
家
消
費
上
徐
剰
を
生
じ
た
る
と
き
は
、
之
を

政
府
に
買
渡
し
得
る
と
と
t

与
し
て
、
米
消
費
の
節
約
を
奨
働
す
べ
き
で
あ
る
。

ホ
) 

更
に
米
穀
生
産
者
自
生
産
米
量
を
如
何
に
決
定
す
る
か
ピ
問
題
と
左
る
。
銃
遁
白
如
〈
基
濁
で
は
坪
刈
に
よ
っ
て
農
家
D

組
牧
穫
商
を
算
出
す
る
と
と
L
し
て
ゐ
る
。
か

f
刈
取
前
忙
各
農
家
白
線
牧
穫
高
を
決
定
ず
れ
ぽ
、
農
家
。
密
費
を
防
止
し
得
る
外

に
、
政
府
の
管
理
し
得
ぺ
き
米
数
量
を
蓮
に
推
知
す
る
と
と
を
得
て
、
米
穀
白
需
給
針
策
を
確
立
す
る
上
に
便
宜
で
あ
る
。
併
し
坪

刈
に
上
っ
て
算
出
し
た
る
農
家
@
線
牧
穫
高
は
、
刈
取
後
の
賓
際
の
綿
生
産
高
と
必
中
し
も
E
確
に
一
致
し
な
い
憾
が
ち
る
。
加
之

各
農
家
ι障
に
坪
刈
を
行
ふ
予
と
は
技
術
的
に
も
閑
難
で
あ
る
。
従
っ
て
産
米
検
査
の
一
般
に
賓
施
さ
れ
て
ゐ
る
内
地
で
は
、
刈
取
、

調
製
後
に
於
け
る
車
問
米
検
査
費
施
の
際
に
、
各
且
民
家
の
生
時
米
綿
量
を
確
定
し
、
同
時
に
そ
れ
よ
り
自
家
用
米
(
小
作
末
を
も
青
む
)
を

除
雪
、
疫
り
の
米
に
針
し
管
理
米
た
る
一
定
の
詫
印
を
押
捺
す
れ
ば
便
利
で
あ
る
。
更
に
米
生
産
者
の
生
産
米
工
り
共
の
自
家
用
米

を
除
昔
、
残
り
全
部
を
直
ち
に
政
府
の
管
理
米
E
F

し
、
地
主
に
封
し
で
は
小
作
人
よ
り
小
作
料
を
金
納
せ
し
め
る
方
法
を
と
る
と
と

も
便
利
で
あ
る
。
併
し
地
方
に
上
つ
て
は
、
従
来
白
慣
習
上
、
生
産
籾
の
腕
穀
調
整
は
刈
取
後
直
ち
に
之
を
行
は
や
翌
春
ま
で
持
ち

越
す
庭
も
あ
る
か
ら
、
集
荷
の
敏
速
を
期
す
る
た
め
忙
は
腕
穀
調
製
等
の
共
同
作
業
を
賓
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
己
の
結
は
要
綱
の

う
ち
に
於
て
も
遁
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

( 

へ
) 

か
く
D
如
〈
に
し
て
指
定
さ
れ
た
管
珂
米
は
成
る
ベ
ぐ
大
量
に
政
府
に
於
て
買
入
れ
る
も
白
と
し
、
爾
徐
白
分
に
付
い
て

現
下
回
来
般
政
策

六
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ノ、

四

も
、
政
府
は
原
則
と
し
て
共
白
指
定
す
る
倉
庫
に
寄
託
せ
し
め
る
己
と
L

し
、
之
に
必
要
注
る
措
置
を
講
じ
以
て
管
理
の
徹
底
を
期

ず
る
旨
主
要
綱
は
明
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の
掛
か
ら
見
れ
ば
、
今
岡
の
米
穀
管
理
制
は
米
来
賓
制
ほ
E
強
力
た
る
も
白
で
は
な
い
。
荒
し
米
事
責
制
と
な
れ
ば
、
上
述
の

手
績
を
経
て
政
府
の
管
理
米
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
は
、
必
や
全
部
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
、
政
府
の
計
聾
通
り
に
配
給
さ
れ
る
か

ち
で
あ
る
o

併
し
た
が
ら
要
綱
に
も
此
む
黙
に
つ
い
て
は
斗
繭
犠
の
分
に
付
い
て
も
政
府
は
原
則
と
し
て
共
の
指
定
す
る
倉
庫
に
寄

託
せ
し
め
る
己
と

L
L
、
之
に
必
要
在
る
措
置
を
講
ビ
以
て
管
却
の
徹
底
を
期
す
る
」
旨
を
謡
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
政
府
が
買
上
げ
る

以
外
白
管
瑚
米
の
配
給
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
之
に
統
制
的
指
令
を
輿
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
計
書
的
に
間
給
せ
ん
と
す

れ
ば
、

一
一
限
、
管
出
米
全
部
を
政
府
の
千
に
買
上
げ
る
方
が
一
一
唐
徹
底
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

米
穀
の
貝
上
債
格
に
闘
し
て
は
、
先
般
設
表
さ
れ
た
嬰
綱
忙
は
明
記
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
亡
白
粘
に
関
し
て
は
、
従
来
の
如

〈
、
内
地
玄
米
に
劃
し
て
は
標
準
最
高
債
格
と
標
準
最
低
債
格
と
を
公
定
し
、
ま
た
籾
や
白
米
に
針
し
で
も
夫
々
の
最
高
債
格
を
公

定
し
、
管
理
米
の
買
上
は
此
白
限
度
内
に
於
て
時
僚
に
よ
っ
て
之
を
た
す
D
か
、
若
し
く
は
米
専
寅
制
の
揚
合

ι於
け
る
如
く
、
管

理
米
白
艮
上
債
格
は
之
を
一
本
建
に
公
定
す
る
の
か
明
白
で
は
た
い
。
今
日
の
如
く
内
地
玄
米
に
つ
い
て
は
、
仮
令
標
準
最
高
債
格

と
楳
準
最
低
債
格
と
が
公
示
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
事
責
上
農
家
白
米
販
資
債
格
は
最
高
標
準
債
格
に
釘
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
際
で
あ
る
か

ら
、
寧
ろ
管
問
米
の
賀
上
債
格
は
之
子
一
本
時
叫
に
公
定
す
る
方
が
便
宜
で
あ
り
、
ま
た
管
四
米
自
保
管
上
に
闘
し
で
も
販
頁
債
格
に

つ
い
て
繁
雑
な
る
問
題
が
起
ら
た
く
て
よ
ろ
し
い
。
現
に
事
溜
の
米
穀
移
山
川
管
理
制
で
は
、
米
民
上
債
格
は
一
本
建
に
公
定
さ
れ
、

し
か
も
稲
作
の
作
付
前
に
公
一
不
芳
れ
る
と
と
ミ
た
っ
て
ゐ
る
。
一
五
土
り
管
理
米
り
質
上
倒
格
を
一
本
建
に
公
定
す
る
に
は
、
米
生
産



費

一
般
物
憤
そ
り
他
の
経
済
事
情
等
主
参
酌
し
て
之
を
慎
重
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
買
上
債
格
を
一
本
建
に
れ
公
定
す
る
主

制
に
闘
し
で
は
、
去
呂
九
月
十
日
か
ら
貫
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
臨
時
米
穀
配
給
統
制
規
則
が
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

むしセ」z
 

?
 

を給配白米て

米
一
殺
の
配
給
に
付
い
て
は
中
央
に
於
て
各
道
府
腕
。
需
給
事
情
に
際
じ
、
道
府
腕
を
車
位
と
し
て
杢
園
を
通
や
る
計
霊
的
れ

配
給
を
矯
す
と

t
L、
地
方
長
官
は
管
内
の
配
給
を
統
制
す
る
こ
と
L
す
る
旨
を
要
綱
は
明
示
し
て
ゐ
る
。
と
の
米
穀
の
配
給
統
帥買隣るた合組業産はで村農L

V

O

 

な
る

白
す

合
と

粗
白

業
も

向
き

ら
う
。

い
ふ
も
、
各
産
米
の
銘
柄
等
級
を
考
慮
す
べ
き
は
勿
論
の
と
と
、
士
た
管
理
米
と
し
て
決
定
し
た
米
穀
を
直
ち
に
質
上
げ
友
い
で
、

農
家
又
は
農
業
合
庫
を
し
で
或
る
期
間
保
管
せ
し
め
る
揚
合
に
於
て
は
、
政
府
は
之
に
封
し
て
一
定
の
保
管
料
を
交
付
す
ぺ
雪
で
あ

( 

) 

米
穀
D
配
給
に
関
し
て
は
左
の
諸
黙
が
問
題
と
在
る
。

(
イ
)

( 

ロ

剖
ち
管
理
米
と
し
て
指
定
さ
れ
た
米
穀
の
出
荷
は
、
そ
の
所
属
す
る
町
村
義
舎
で
之
を
統
制
す
る
と
と
h
し
、
そ
の
一
町
村

内
に
於
て
そ
の
内
部
の
消
費
者
に
版
寅
す
る
米
穀
は
、
農
舎
の
斡
旋
室
経
て
共
の
町
村
内
の
米
穀
商
の
組
織
す
る
商
業
組
合
忙
交
付

し
て
之
を
消
費
者
に
配
給
せ
し
め
か
。
そ
白
他
の
徐
剰
米
は
町
村
の
販
責
組
合
及
び
農
業
倉
庫
を
し
て
、
そ
の
所
属
す
呂
各
府
眠
脚
色

販
賀
組
合
聯
合
合
又
は
聯
合
農
業
倉
庫
に
出
荷
せ
し
め
る
己
と
ミ
す
る
。
か
〈
む
如
く
に
し
て
各
時
燃
の
都
市
に
集
荷
苫
れ
売
米
穀

の
一
部
分
は
、
そ
の
都
市
内
の
米
穀
商
の
組
織
す
る
商
業
組
合
を
し
て
消
費
者
に
配
給
せ
し
め
る
。
か
〈
の
如
く
に
し
て
第
一
次
的

に
は
各
町
村
の
米
穀
自
給
主
義
を
岡
り
、
第
二
次
的
に
は
各
府
燃
の
米
穀
自
給
主
義
主
岡
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

( 

ノ、

各
府
腕
の
徐
剰
米
た
る
管
外
移
出
米
は
、
そ
の
販
費
組
合
聯
合
曾
又
は
聯
合
農
業
倉
庫
を
し
て
全
閥
米
穀
版
賓
組
合
聯
合

舎
に
集
荷
せ
し
め
、
之
を
中
央
都
市
そ
の
他
大
都
市
白
米
穀
商
業
組
合
に
交
付
し
て
消
費
者
に
配
給
せ
し
め
る
己
と
L
ず
る
。

現
下
白
米
穀
政
策

六
五



現
下
回
米
穀
耽
策

六
六

斯
〈
の
如
く
に
し
て
、
米
穀
の
配
給
上
、
集
荷
は
農
業
生
産
者
固
鰹
を
し
て
一
元
的
忙
之
を
指
営
せ
し
め
、
分
散
的
配
給
は
原
則

と
し
て
商
業
組
合
を
し
て
一
元
的
に
之
を
捨
営
せ
し
め
る
己
と
与
す
る
。
而
し
て
農
業
生
産
者
園
髄
及
ぴ
商
業
組
合
の
機
構
を
整
備

し
、
そ
の
統
制
力
を
強
化
し
、
米
穀
専
頁
制
を
寅
施
す
る
必
要
白
あ
る
際
に
は
、
そ
れ
ん
¥
・
米
穀
の
集
荷
v
A
ぴ
分
散
的
配
給
機
闘
と

し
て
直
ち
に
之
を
活
用
し
得
る
準
備
を
完
了
し
置
く
べ
雪
も
の
と
す
る
。

朝
鮮
及
び
喜
湾
土
り
移
入
し
た
る
米
穀
は
、
農
林
省
白
指
令
白
下
に
、
日
本
米
穀
曾
枇
を
し
て
、
管
内
の
米
自
給
を
注
し

得
ざ
る
府
燃
に
交
付
せ
し
め
、
そ
れ

A
K
D米
穀
商
業
組
合
を
し
て
消
費
者
に
配
給
せ
し
め
る
乙
と
与
す
る
。
備
ほ
朝
鮮
米
の
内
地

移
入
を
統
制
し
、
併
せ
て
朝
鮮
内
部
内
一
食
糧
針
策
を
確
立
す
る
た
め
、
蓑
捕
時
米
穀
移
出
管
理
制
度
に
類
似
し
た
る
朝
鮮
米
穀
移
出
管

理
制
度
を
樹
立
ナ
ベ
脅
も
の
と
す
る
。

ホ
) 

現
下
白
食
糧
確
保
上
、
農
林
省
が
必
要
量
白
外
岡
米
を
輸
入
し
た
る
揚
合
に
は
、
大
槌
前
記
の
方
法
に
準
じ
て
、
管
内
の

米
自
給
を
友
し
得
泣
い
府
臓
に
受
付
し
て
、
米
穀
商
業
組
合
を
し
て
内
地
米
及
び
外
地
米
に
混
合
し
て
消
費
者
に
之
を
配
給
せ
し
め

る
も
白
と
す
る
。

E

の
際
問
題
と
す
べ
き
は
、
農
林
省
が
輪
入
し
た
る
外
園
米
は
、
管
内
白
米
自
給
を
な
し
得
た
い
府
牒
に
針
し
て
の
み
之
を
交
付

ず
る
か
、
若
く
は
一
般
的
に
金
府
燃
に
交
付
し
て
、
現
在
D
如
く
各
府
牒
に
よ
っ
て
差
異
白
あ
る
外
米
混
用
率

E
一
律
た
ら
し
む
べ

き
か
の
離
で
あ
る
。
前
者
の
方
法
は
、
各
府
懸
聞
の
米
移
動
を
成
る
ペ
〈
少
〈
し
、
之
に
土
つ
で
戦
時
下
に
於
け
る
畿
道
、
船
舶
そ
の

他
白
職
送
機
関
白
職
法
力
を
節
減
す
る
上
忙
於
て
、
有
数
で
あ
る
。
之
に
反
し
後
者
白
方
訟
を
と
る
と
昔
は
泊
金
闘
の
外
米
混
用
率

を
一
律
化
し
、
大
都
市
白
外
米
混
周
率
を
今
日
よ
り
も
更
に
低
く
し
得
る
利
離
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
閥
者
の
方
法
に
は
一
長
一
短



あ
る
を
免
れ
た
い
。
さ
れ
ば
此
白
鞘
は
、
鍛
道
一
そ

D
他
の
轍
詮
力
の
如
何
、
外
岡
米
を
全
閥
的
に
一
律
に
混
用
す
る
手
数
の
如
何
等

の
賓
際
問
題
よ
り
之
を
遮
常
に
解
決
ナ
ペ
雪
で
あ
る
が
、
車
に
抽
象
的
に
考
へ
る
左
ら
ぽ
全
園
白
外
米
混
用
率
が
一
律
化
さ
れ
る
方

が
上
り
公
正
な
る
庭
置
で
あ
ら
う
。

( 

ヘ

か
く
の
如
〈
に
し
て
米
穀
白
配
給
を
統
制
強
化
し
て
、
戦
時
下
に
於
け
る
園
滑
な
る
米
配
給
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
と
の

際
、
米
穀
の
卸
費
債
格
及
び
小
責
債
格
は
圭
れ

A
1公
定
す
べ
き
も
め
と
す
る
の
ま
た
必
要
た
る
際
に
は
米
穀
生
産
者
圏
構
の
米
集

荷
手
数
料
、
米
穀
商
業
組
合
白
米
卸
寅
手
数
料
及
び
米
小
買
手
数
料
を
も
そ
れ

λ
¥統
制
乃
至
公
定
す
る
準
備
を
完
了
し
置
〈
と
と

が
必
要
で
あ
る
。

四

更
に
米
穀
白
消
費
規
E
に
つ
い
て
問
題
と
た
る
貼
を
左
に
あ
げ
よ
う
。

イ

米
消
費
白
節
約
上
、
酒
造
米
に
付
い
て
は
砂
〈
と
も
前
年
度
若
〈
は
そ
れ
以
上
の
消
費
規
E
を
な
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

(

ロ

)

一
般
消
費
者
に
針
し
て
は
、
節
米
及
び
代
刑
食
の
奨
闘
を
注
す
外
、
必
要
た
る
揚
合
に
は
配
給
制
首
制
度
を
も
貫
施
し
て

消
費
規
E
の
一
徹
底
を
固
る
ぺ
昔
も
の
と
す
る
。

(

ハ

)

と
の
米
配
給
割
営
制
度
を
寅
施
す
る
に
は
、
消
費
者
各
戸
に
つ
昔
、
そ
の
家
族
員
数
と
金
間
平
均
一
人
首
り
米
消
費
且
主
土

り
し
て
、
各
戸
が
一
日
に
配
給
を
う
貯
得
る
米
穀
の
分
量
を
定
め
て
、
配
給
切
符
を
護
行
す
る
も
の
と
す
る
。
併
し
各
戸
の
一
日
営

り
の
米
消
費
量
を
決
定
す
る
上
位
は
、
(
イ
)
既
漣
せ
る
如
き
家
旅
員
四
年
齢
、
(
ロ
)
戸
主
又
は
家
族
同
同
の
従
事
す
る
弊
働
の
種
類
、

却
ち
重
努
働
在
る
か
軽
持
働
た
る
か
、
若
く
は
普
通
労
働
た
る
か
を
参
，
酌
し
て
、
幾
分
の
手
加
減
を
加
へ
る
と
と
者
受
常
と
す
る
。

( 

) 

と
の
議
行
し
た
る
配
給
切
符
は
記
名
式
と
し
、
配
給
を
受
け
得
る
期
間
在
記
入
し
、
且
つ

E
の
切
符
に
は
E

D
切
符
を
以

現
下
白
末
世
障
策

六
七



現
下
由
来
穀
政
策

大

i1. 

て
米
の
配
給
を
受
け
得
る
指
定
米
尚
を
明
記
し
、
か
く
し
て
各
指
定
商
の
配
給
す
べ
き
米
量
主
謀
定
し
て
、
芝
に
土
つ
ナ
一
閏
滑
在
る

米
穀
白
配
給
を
期
す
る
も
り
と
す
る
。

六

稲
作
は
、
昨
年
の
如
音
大
目
T
越
(
朝
鮮
に
於
け
る
)

以
上
に
土
っ
て
過
円
護
表
さ
れ
た
つ
米
穀
の
岡
家
管
理
案
」
を
中
心
と
し
て
、
現
下
の
米
穀
政
策
比
闘
し
て
論
遁
し
た
。
今
年
白

に
遭
遇
し
泣
か
っ
た
か
ら
、
来
る
ベ
曹
昭
和
十
六
米
穀
年
度
白
米
穀
需
給
は
、
今

年
度
主
り
も
幾
分
そ
の
窮
屈
さ
が
綬
和
さ
れ
る
で
あ
ら
う
a

併
し
既
述
の
石
黒
農
相
の
設
に
も
あ
る
如
〈
「
本
年
の
稲
作
は
内
外
地

を
通
じ
現
在
の
欣
態
に
於
て
は
増
産
目
擦
に
達
し
難
く
、

一
方
治
資
の
趨
勢
は
依
然
増
加
の
制
定
に
走
り
」
縫
っ
て
「
本
年
度
の
米

穀
需
給
関
係
は
容
易
忙
梁
視
を
許
さ
ざ
る
も
の
が
あ
る
L

か
ら
、
政
府
の
企
闘
す
る
「
米
穀
の
国
家
管
理
」
に
よ
っ
て
、
米
穀
の
集

荷
、
配
給
の
統
制
、
消
費
の
規
恒
等
D
哩
化
を
闘
っ
て
、
米
殺
の
闘
滑
在
る
配
給
を
期
ナ
ペ
き
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
内
地
、
外
地

は
云
ふ
ま
?
も
な
〈
、
満
洲
閥
及
び
北
支
に
於
て
も
、
そ
れ

λ
¥食
糧
の
増
産
に
努
む
ぺ
く
、
こ
の
た
め
に
は
各
地
の
農
業
機
構
の

整
備
や
岡
る
と
共
に
、
肥
料
そ
り
他
農
業
必
需
物
資
の
配
給
に
つ
い
て
も
、
農
業
者
に
過
期
に
mm
貨
に
必
要
最
を
供
給
し
得
る
組
織

及
び
方
法
を
確
立
す
昌
己
と
が
肝
要
で
あ
る
。

向
ほ
「
米
殺
の
一
園
家
管
理
」
を
賓
施
ず
る
上
に
は
、
農
家
の
生
産
米
、
稲
作
段
別
、
米
穀
の
流
通
等
に
閲
す
る
統
計
資
料
を
整
備

し
て
、
之
に
基
い
て
農
林
省
は
各
府
腕
に
到
し
、
米
穀
の
増
産
、
米
殺
の
移
動
、
配
給
等
に
闘
し
適
切
友
る
指
令
を
輿
ふ
る
や
う
努

力
し
、
内
地
と
内
地
と
も
充
分
協
力
し
て
、
戦
時
下
に
於
け
る
高
金
な
る
米
穀
封
策
の
確
立
に
遜
進
す
べ
き
で
あ
る
。

士
た
米
殻
の
生
義
者
も
米
殺
の
配
給
業
者
も
ま
た
一
般
の
米
穀
消
費
者
も
、
現
下
の
時
局
に
目
魔
め
て
、
滅
私
奉
公
の
精
耐
を
以

て
、
図
家
の
米
穀
政
策
に
進
ん
で
協
力
す
る
と
こ
ら
が
友
〈
て
は
た
ら
左
い
。
(
昭
和
十
五
年
九
月
三
十
日
)




